
ＶＣＢの更新工事に便利な貫通穴閉鎖カバー

既設ＶＣＢを更新する際、既設ＶＣＢの固定穴等が
大きくて、残ってしまうことで、困っていませんか？
三菱､東芝､富士の最新形ＶＣＢでの更新に対応し、
残り穴を塞ぐ大変便利なカバーを用意しました。

更新用 VCBの表面板

既設パネル（開口加工済）

更新機材の
トップメーカー

株式会社
ケーイーシー

特願出願中

JISキュービクル盤

更新用VCB本体

ＫＶカバＫＶカバー

ＫＶカバー

横方向に長いＨ社の貫通穴　　　　　縦方向に長いＭ社の貫通穴　　　

４３０ｍｍ

２
６
０
ｍ
ｍ

更新工事に
更新工事に

救世主現る
救世主現るＫＶカバー



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20180206

　安全に関するご注意
●据付け、接続、運転、保守などの作業の前にカタログ、パンフレット、その他製品に付属

　する書類をよくお読みになり、正しくご使用下さい

●安全のため、作業は、電気設備の施行法、関連法規等に熟知し、機器の原理および性能を

　理解した方が実施して下さい。

　　

ＫＶカバーを採用いただくにあたってのご注意！
１）将来､各ＶＣＢメーカー様が製作するＶＣＢの形状が大きく変更されますと,現在販売
　　するＫＶカバーでは､対応できなくなる可能性がありますが､その場合は適応品を随時
　　追加発売します。

２）現在ＫＶカバーが､適用可能であることを確認していますのはＪＩＳキュービクル

　　盤用の固定形ＶＣＢ（手動形）のみですが､メーカー／形式によりましては､電動形が

　　適用可能な組み合わせもありますので、お問い合わせ下さい。

３）本パンフレットで紹介するＫＶカバーで適応可能となる既設ＶＣＢはJISキュービクル
　　盤用として使用されている全てのVCB（三菱製現行/旧型､東芝製現行/旧型,富士製現行/旧型,
　　日立製現行/旧型,明電製旧型,中立製旧型、愛知製旧型等）となります。
　　但し、新しく更新するＶＣＢ（交換用）としては、以下に限定されますのでご注意下さい。

　　三菱：VF-8RH-D、VF-13RH-D、VF-8NH-D,VF-13NH-D,VF-8PH-D,VF-13PH-D

　　東芝：V4C(S)-U、V6C(S)-U、V4C(S)-T、V6C(S)-T,V4C(S)-L,V6C(S)-L

　　富士：HA08AB-H□,HA12AB-H□,HA08AC-H□,HA12AC-H□,HA08AP-H□,HA12AP-H□

４)本ＫＶカバーは、全て電線で主回路配線されているＶＣＢの更新用です。

　 導体等で主回路が接続されている場合については、別途お問い合わせ下さい。
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●お問い合わせは
　　　　　　　担当　則武（のりたけ）迄ご連絡下さい

更新用VCBを選定するに当っての仕様確定についても既設機種の詳細確認等が必要です。

仕様間違いの防止の観点からも、KVカバーだけでなく、VCBの手配も弊社にご用命下さい。

５）

主要メーカーのＶＣＢは、非常更新用として在庫しています。お問い合わせください。

ＫＶ－Ｃ□０１　カバー(既設貫通穴閉鎖用）
ＶＣＢメーカ様が推奨する寸法で穴開け加工が可能な場合でも既設のＶＣＢの幅/高さが大きいと、
固定穴等がパネルに残ってしまう場合（Ｅｘ．日立等）があります。こうした際にＶＣＢを固定する
穴に共締めにして余分な穴を塞ぐためのカバーも、三菱、東芝、富士用と各々用意しています。
これらの、カバーは既設パネルを開口加工する際の位置決めの定規としても利用可能です。
（本カバーは、既設パネルに重ねて使用しますので、フックに重ならないよう、三菱用は一人作業
用のフックの位置を外しており、東芝用、富士用も、一人作業フックとの係合部は外しています）

ＫＶ－ＣＭ０１　三菱用カバー
　　　　　　　（東芝用としても適用可）

ＫＶ－ＣＦ０１　富士用カバーＫＶ－ＣＴ０１　東芝用カバー
　　　　　　　　

６）

輸送の関係上、本ＫＶカバーは２枚以上にて発注いただきますようお願いいたします。

既設ＶＣＢが大きな角穴となっており、更新ＶＣＢ固定用の穴が加工できない場合につきましては
ＫＶアダプターの適用をご検討下さい。（関係資料ＫＶアダプターパンフレット：２０１７１２２６）


